スマトラ沖大地震・インド洋津波被災20年記念行事
アチェ津波メモリーグラフ・コンテスト

●概要
2004年スマトラ沖大地震（インド洋津波）から今年12月で20周年を迎えます。最大の被災地インドネシア・スマトラ島はアチェ州を中心に17万人が犠牲となりましたが、日本をはじめとする世界各国の支援を受けてアチェ州は復興を遂げ、その被災と復興の記録が2017年にユネスコの世界記憶遺産に登録されるまでになっています。アチェ州はインドネシアの防災教育・研究の拠点として津波防災研究所や防災学大学院が作られ、京都大学をはじめとする世界各国の研究・教育機関と連携して防災人材育成も進められています。他方で、津波後に生まれたり移住したりして被災や復興の様子を知らない世代が増えており、被災経験の共有・継承が課題となっています。

このような課題を踏まえて、京都大学東南アジア地域研究研究所「災害対応の地域研究」プロジェクト（担当：西芳実准教授）は、国立情報学研究所の北本朝展教授との協力により制作したスマホ・アプリ「アチェ津波メモリーグラフ」を活用した写真撮影コンテストをインドネシア国立公文書館との共催によりインドネシア・アチェ州で実施します。
アチェ津波メモリーグラフ・コンテストは、アチェの津波被災直後の街の景観と比較しながら現在の街の様子を住民自身が撮影し、感想やコメントとともにオンライン上のプラットフォームに記録して被災・復興の経験を互いに共有するとともに、次世代や他地域の人々に継承するという取り組みです。

メモリーグラフは、あらかじめ組み込まれた参照画像と同一構図の写真の撮影を支援するカメラアプリです。津波被災直後の写真や復興過程の写真を組み込むことで、過去の街の様子と比較しながら現在の様子を撮影することができます。撮影者はメモリーグラフを通じて、自分が知らなかったり忘れていたりした過去の街の様子を辿るとともに、景観変化を記録する記録者の一人になり、コミュニティの記憶を編み直す活動に参加することになります。

「アチェ津波メモリーグラフ」のコンテスト参加者は、登録された被災直後の写真が撮影された場所をゲーム感覚で見つけ出し、現在の様子を撮影して投稿します。その際、撮影時の所感や関連する体験をメッセージとして添えることができます。また、自身が保有するアルバムから参照写真に登録するのにふさわしい写真を投稿することができます。

広く参加者を募るため、アチェの防災教育・ツーリズムの拠点であるアチェ津波博物館、シアクアラ大学津波防災研究所、シアクアラ大学大学院防災学研究科、アチェ州立図書館と連携して実施します。世界津波の日である11月5日にプレイベントとして1000人規模のウェビナー「メモリーグラフで災害のメモリーを繕う」（Merawat Memori Bencana、インドネシア語）を開催し、アプリの使用方法と応募要領を現地で広報します。コンテストの受賞式は、12月11日に国立公文書館アチェ津波アーカイブセンターで実施される津波被災20周年記念イベントで実施します。
●実施日程
・11月5日　コンテスト開始記念セミナー「メモリーグラフを用いた災害記憶のケア」（仮）
　　主催：国立公文書館アチェ津波アーカイブセンター
　　ウェビナーで実施。アチェ州内の高校・大学生やアーカイブ家計者を中心に1,000人が参加予定
　　スピーカー：国立公文書館館長・イマム・グナルト、京都大学准教授・西芳実
・11月5日～11月22日　コンテスト作品応募受付期間
　　広報実施主体：アチェ津波アーカイブセンター、アチェ津波博物館
シアクアラ大学津波防災研究所、シアクアラ大学大学院防災学研究科
アチェ州立図書館、バンダアチェ市
・11月22日～5日　審査期間
・12月11日　コンテスト授賞式／アチェ津波被災20周年記念イベント
　　主催：国立公文書館アチェ津波アーカイブセンター
　　ハイブリッドで実施
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●実施概要
【応募要領】
・20年前の津波の前後に撮られた写真をもとに、その写真が撮られたのと同じ場所・同じ角度でレンズを向け、レンズを通して今の風景を見ることで、現在の風景と過去の写真とを比べてあなたが何を感じるかについて、あなたの個人的なメモリー、または、アチェから世界の人へ、あるいは次の世代の人へ伝えたいメッセージを募集します。「アチェ津波メモリーグラフ」に登録された被災直後の写真が撮影された場所を探し出して、現在の様子を撮影して投稿してください。
・アチェの津波被災の様子を示した景観写真で、すでに登録されている参照写真とは異なる場所で撮影された写真を募集します。あなたが持っているアルバムの中から「アチェ津波メモリーグラフ」に参照写真として登録してほしい写真を投稿してください。

【審査基準】
・メモリーグラフ部門、参照写真部門の２つの部門で評価します。
・メモリーグラフ部門は、メモリーグラフで撮影した写真とそれに添えられたメッセージを評価します。写真は、参照写真と比較した撮影の正確さを評価し、過去の写真と比較する写真として優れた写真を評価します。写真と写真に添えられたメッセージの組み合わせにより、記憶や体験の共有・継承への貢献を評価します。
・参照写真部門は、「アチェ津波メモリーグラフ」に参照写真として登録することで、被災と復興の経験の継承を助ける写真を評価します。
